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公益信託 愛・地球博開催地域社会貢献活動基金助成金 
(愛称：あいちモリコロ基金) 

.あいちモリコロ基金の成り立ちと目指すもの 
 この基金は、愛・地球博(2006.3.25～9.25)の収益金をもとに設置されました。
愛。地球博は、ＮＰＯやボランティア等多数の市民参加に支えられ、成功を
収めました。市民の自発的な取り組みの機運の盛り上がりそのものが愛・地
球博の大きな成果とも言えるでしょう。 
 この成果を受継ぎ一層発展させるため、地元４団体(愛知県・名古屋市・名
古屋商工会議所・（社）中部経済連合会)は、市民による社会貢献活動を広く
支援する基金を設けることを決めたのです。今後約 10年間、市民の自発的な
社会貢献活動を支援し、そのかけがえの無い生活や環境を自分たちみんなで
良くしていく動きを確かなものとすることで、持続可能な社会の創造を目指
します。 
.みんなで受け継ぎ、広げる愛・地球博の理念 
助成対象となる活動は、愛・地球博理念を継承発展させるに相応しい活 
動、言い換えれば、より良い社会づくりを目的とする市民の自発的な参加に
基づく取り組みです。 

・・・・・・・・・○・○・○・○・○・・・・・・・・・ 
連谷お助け隊(林義明リーダ)23 名は、四谷の千枚田を核にした地域の「むらづ
り」、「都市交流」にさまざまな活動を実施しており、上記主旨の公募基準に
分満たしていることから、今後に於ける棚田の保全、むらづくり等々の活動
金調達を鑑み、平成 20年度助成申請書(初期活動・前期募集)を提出した結果、
月末、「もりころ基金」助成が決定しました。 
請内容概要 
動目的：地区にある先祖が残した偉大な財産「四谷の千枚田」を保全するこ
。環境整備、耕作支援等を行い、高齢者、後継者不足などによる荒廃化が進
つつある棚田を守り、後生へと伝承する。その他にも地区のさまざまな支援
動を行い、お田植え感謝祭「みんなで灯そう千枚田」を開催するなど、地域
活性化の手助けをする。 
動内容は 

 環境景観整備・千枚田周辺の障害木の伐採・景観道、地域の環境整備(草刈、
樹等)・企業ボランティア受け入れ準備、手伝い 
 地域活性化事業・「みんなで灯そう千枚田」の開催 
 都市農村交流事業・田舎おもしろ体験・田舎の遊び体験・ミニ門松作り 
望物品等 
 障害木等の除伐のための高所作業車、チェンソー等機材、刈り払い機等借料、

「あいちモリコロ基金」助成受給決定 

枝打ち用梯子購入、各種機材の燃料購入等 
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三
月
二
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日
、
お
助
け
隊
は
ま
だ
ま

だ
、
ひ
よ
こ
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分
際
で
あ
り
、
大
目
は
れ

て
総
会
を
開
く
ほ
ど
の
キ
ャ
リ
ア
も
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と
言
う
こ
と
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ら
、
会
議
と
銘
打
っ
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末
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合
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き
ま
し
た
。
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案
は
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年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
報
告
を
難
な
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可
決
。
来
年
度
の
事
業
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①
春
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②
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ん
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灯
そ
う
千
枚

田
」
③
千
枚
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④

千
枚
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交
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支
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等
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さ
れ
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が
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案
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入
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識
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月
、
千

枚
田
を
エ
リ
ア
に
開
局
し
た
。
ま
た
、
こ

の
八
日
に
連
谷
地
区
全
域
を
網
羅
で
き

る
ア
ン
テ
ナ
の
増
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
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千枚田の田植え  (◆印は実施田) 
○5月 10日(土) こども農学校 ◆高橋庄一 
○5月 15日(木) 豊橋調理師学校 ◆(舜) 
○5月 17日(土) 三河の山里ツーリズム (舜) 
○5月 18日(日) 名古屋北 LC養護施設のこ

ども達を招待 ◆(舜) 
○5月 20日(火) 三ヶ日中学宿泊体験学習 

◆小山泰弘 
○5月 23日(金) 連谷小学校 
○6月 22日(日) みんなの奥三河 ◆田吾作 


